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＊本研究は、科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発（JST-ALCA）の支

援を受けて実施しています。 

保有している微生物株 
１ P.putida KT2440株（針葉樹用） 
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２ Sphingobium sp.SYK-6株（広葉樹用） 
 
 出願番号：PCT/JP2018/016675 
 出願人：国立大学法人弘前大学 
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研究成果 １．ムコン酸を高収率で生産することが可能 
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研究成果 ２．糖質を使用しない 
リグニンで増殖し、ムコン酸を生産することが可能 

研究成果 ３．１つの宿主株で多様なリグニン組成に対応できる微生物株 
特願2018-196001（出願人：弘前大学,長岡技術科学大学）にて出願済。
針葉樹、広葉樹、草本等のバイオマス種に限定されず、増殖しかつムコン
酸を生産することが可能。 
 今後発展させたい研究テーマ 
・リグニンの低分子化に関する研究、脱リグニンではなくリグニン利用の
ための研究へ！ 


